
[ 平成28～29年度の家きんでの発生 ]

【事例６】 高病原性鳥インフルエンザ
○ 鳥インフルエンザは、A型インフルエンザが引き起こす鳥類の疾病(病気)

○ 国内への侵入は、海外から飛来する渡り鳥等が持ち込んでいると推定

○ 鳥インフルエンザに感染した野鳥から、野生動物等を介して、飼養鳥に感染

○ 通常の生活の中で、人に感染することはない

○ 農林水産省では、家きん（鶏、あひる、うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥、七面

鳥）に鳥インフルエンザが発生した場合、他の家きんに病気をまん延させないため、発

生農場や周辺農場などにおいて防疫措置を実施

① 発生農場の防疫措置
・飼養している家きんの殺処分（全羽・２４時間以内(原則)）
・殺処分した家きん・排泄物等の埋却・焼却、施設内の消毒（７２時間以内(原則)）

② 周辺農場の移動制限
・周辺農場(10ｋｍ範囲)は、清浄性が確認されるまで、生体・肉・卵等の移動を制限

③ 発生農場の周囲の幹線道路における車両の消毒

●28年度（９道県、１２事例）
北海道、青森県、宮城県、新潟県、千葉県、
岐阜県、佐賀県、熊本県、宮崎県

●29年度（１県、１事例）
香川県
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